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■□──────────────────────────────────────────
□  ごあいさつ
────────────────────────────────────────────
 みなさん こんにちは！

信州松本では、例年に⽐べるとまだ朝晩の冷え込みも緩く、11⽉中旬
には20℃を記録する⽇もありました。私は2014年の2⽉に信州に
引っ越してきましたが、引越しをした2⽇後には、松本市内でも75cm
の積雪を記録した歴史的な⼤雪が降りました。
私は⼈⽣で⼀度も雪かきをしたことがなかったのですが、近所の⼈と
協⼒してする雪かきは、⼤変だけど悪くないなと思いました。
それでもやはり、あまり寒さが厳しくならない⽅が嬉しいです。 

それでは、今⽇も元気にニュースをお伝えしていきます！ 
■□──────────────────────────────────────────
□ 最近の出来事
----------------------------------------------------------------------------------------
★2015夏季カリフォルニア研修結果報告会を⾏いました。
----------------------------------------------------------------------------------------
10⽉24⽇(⼟)、松本キャンパスにて、2015年9⽉2⽇から9⽉24⽇に
信州⼤学の協定校カリフォルニア州⽴⼤学チコ校で実施された
「カリフォルニア地域産業と英語研修プログラム」に参加した学⽣
による成果報告会が実施されました。

参加した9名の学⽣はそれぞれ(1)英語授業、(2)地域活性化について
の講義、(3)施設⾒学、(4)現地での⽣活、(5)今後この経験をどう
⽣かしていくか、(6)その他印象に残ったことについてパワーポイ
ントを使い、英語で発表しました。
出発前のガイダンスでは少し緊張しているように⾒えた参加者たち
も、今回は皆堂々と英語によるプレゼンテーションを⾏い、
グローバル⼈材として踏み出すためのよいきっかけとなったことが
伺えるすばらしい成果報告会となりました。
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詳しくはこちら↓↓↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/gec/cheer/news/2015/11/2015-11.php

----------------------------------------------------------------------------------------
 ★松本キャンパスで銀嶺祭が⾏われました
----------------------------------------------------------------------------------------
10⽉31⽇(⼟)と11⽉1⽇(⽇)に、松本キャンパスの学園祭
「銀嶺祭」が⾏われました。

キャンパス内ではさまざまな模擬店が並び、特設ステージでは
仮装コンテストやミスコンなどが⾏なわれ、学⽣たちが企画
するイベントで盛り上がりました。

今回は記念すべき50回⽬でした。今年の銀嶺祭のテーマは「Integral」。
第50回の節⽬を迎えるにあたって、これまでの『積み重ね』と、地域や
⼈との繋がりを今後の発展に『不可⽋なもの』にするという思いが込め
られたそうです。

留学⽣もintegralな経験ができたでしょうか。
----------------------------------------------------------------------------------------
★ロータリースピーチコンテストに信州⼤学の留学⽣が参加しました
----------------------------------------------------------------------------------------
11⽉13⽇（⾦）、松本市のホテルブエナビスタにて第２６回留学⽣
スピーチコンテストが⾏われました。

信州⼤学からは書類選考を通過した８名の学⽣が本選のスピーチに
望み、⽇本⼈のおじぎという⽂化の素晴らしさについてスピーチを
した理⼯学系研究科修⼠１年のセレム ギデオン キプトーさんが
１位に、また故郷への愛を語った⼯学部１年のレ タン スインさん
が３位に⼊賞しました。

    
他の学⽣も、⽇本の⾼齢者社会のいいところや、留学⽣活を通して
積極的な⾃分になれたことなど、様々な内容のスピーチを⾏い、
留学⽣の⽇本語レベルの向上や、⽇本社会や世界に向き合い⽇々
考えていることが伺える、素晴らしいコンテストになりました。

詳しくはこちら↓↓↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/gec/cheer/inbound/student-life/extracurricular-activities-a
nd-events-information/2015/11/post-5.php

----------------------------------------------------------------------------------------
 ★信州⼤学敷地内禁煙に関するポスターとシンボルの選考を⾏いました。
----------------------------------------------------------------------------------------
本学では、平成28年4⽉1⽇から構内全⾯禁煙化を⾏います。
信州⼤学構成員全員の関⼼をより⼀層深めるため、構内で
利⽤できるポスターおよびシンボルマークを公募しました。

ポスター部⾨で最優秀賞に選ばれた作品では、敷地内全⾯
禁煙化を分かりやすく「タバ⼦さん」というキャラクターを⽤いて、
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タバコが敷地から去っていくということを表現しました。
このポスターやシンボルによって教職員と学⽣のみなさんが、
信州⼤学の健康管理活動についての理解が深めることができると
いいですね。

詳しくはこちら↓↓↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/news2/2015/11/post-44.html

■□──────────────────────────────────────────
□ 信⼤ＮＯＷ No.95のご案内
────────────────────────────────────────────
 信州⼤学のニュース、歴史や⼈にまつわる記事、イベントや
公開講座の紹介、研究者の研究内容など、信州⼤学が良くわかる
広報誌「信⼤ＮＯＷ」最新号の⽬次を紹介します。

＜No.95＞
 ○[特集]濱⽥新学⻑が語る信州⼤学の次のステージ。
    キーワードは３つの「G」と「L」
   独創⼒の信⼤。

 ○平成２７年１０⽉１⽇ 新体制による⼤学運営がスタートしました。
  新理事・副学⻑をご紹介します。

 ○先鋭領域融合研究群 最前線シリーズ０２
  X-Breed最前線〈部⾨⻑対談〉 環境・エネルギー材料科学研究所
  ⽩熱議論で踏み出した新たな⼀歩

 ○⼈⽂学部×セイジ・オザワ松本フェスティバル協同企画
  ⾳楽の楽しみ⽅とたしなみ⽅
  

 ○アクア・イノベーション拠点（COI）の新キャラクター名が
   「アクアッピ」に決定しました。
 
 ○TOPICS
  ・池上彰特任教授による平成２７年度夏季集中講義を開催、
  ・平成２８年４⽉に「経法学部」が設置
  ・信州⼤学でリサーチ・アドミニストレーター協議会
   第１回年次⼤会を開催

 ○広報誌「信⼤NOW」は
  新体制のもと、新しい編集⻑にバトンタッチいたしました。
 

全⽂は信州⼤学の公式Webサイト上でデジタルパンフレットとして公開
されていますので、ぜひご覧ください。
↓ ↓ ↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/publication/#publication
■□──────────────────────────────────────────
□ スタッフ近況報告 GEC ⾮常勤講師 ⾕⼝英美先⽣
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────────────────────────────────────────────
 みなさんこんにちは。お元気ですか、⾕⼝です。

 みなさんの国も（北半球は）そろそろ北⾵が吹き始めたころです
ね。今年の信州の紅葉はとてもきれいでしたよ！
私は⼤好きな⼭歩きをあきらめて2年半・・・原因不明の痛みに
襲われ歩けなくなってあっという間に季節が巡っていきました。
でも少しずつリハビリを続けて、来年の春には桜吹雪の中を歩き
回ろうと思っています。
 40才頃まで世界中を歩き回っていろいろなことを経験させて
もらいました。3回ほど死にそうになりましたがいい時代でした。
ケータイもインターネットもない時代でした。
旅の途中、住所を交換しながら再開した⼈もいたけどほとんどの
⼈とはそれっきり・・・⼀期⼀会、楽しかったこと、悲しかった
こと、その時その時が今でもはっきりと思い出されます。
学⽣時代は社会に出る前の準備期間？失敗してもいいと思います。
みなさんもいろいろなことにトライしましょう！
それでは、また、いつかどこかで！

■□──────────────────────────────────────────
□ ⽣活ちょっとコラム 〜七五三〜
────────────────────────────────────────────
⽇本には「七五三」という⼦供の成⻑を祝う⾏事があります。
七五三は、⼥の⼦は３歳と７歳のときに、男の⼦は３歳と５歳
のときにお祝いし、着物や袴を着て神社へお参りするという
ものです。
昔は乳幼児の死亡率が⾼く、７歳までの⼦供は神の⼦とされ、
７歳になって初めて社会の⼀員として認められたそうです。
その儀式が、明治時代ころに現代の七五三として定着したと
⾔われています。

私が⼦どものころにも七五三をお祝いしましたが、着物を
着て、髪を結い上げ飾りをたくさん付け、神社やご近所さん
を回り、ひたすら写真を撮ったという記憶があります。
その格好が窮屈で、早く終わればいいのにと思っていたのを
覚えています。そして家に帰り、「千歳飴」を⼀刻も早く
⾷べたいとずっと思っていました。

千歳飴とは七五三で神社にお参りした⼦どもに配られる、
縁起のよい紅⽩の細⻑い飴です。その名の通り「⼦供が
無事に育ち⻑⽣きをしてほしい」という願いが込められ
ています。

⼦どものころは、ただ特別な⽇にもらえる飴だから嬉しい
なとしか感じていませんでしたが、⼤⼈になってから考える
と、私の成⻑をみんなが⼼からお祝いしてくれていたんだと
とても感慨深いです。

⼦どもの成⻑を願う気持ちは世界共通でしょう。
⾊々な国や地域で素敵な⾏事があるのでしょうね。
-----------------------------------------------------------------------------------------
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●○●○●○●修了者データベース登録のお願い○●○●○●○●○
グローバル教育推進センターでは、留学⽣の帰国後のフォローアップの
⼀環として、データベースの作成と活⽤をすすめています。まだこの
フォームを提出されたことのない⽅は、ぜひ記⼊にご協⼒下さい。
このニュースレターの配信先メールアドレス変更もこちらからお願いします。
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/gec/cheer/inbound/alumni/graduates-database/
●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●
────────────────────────────────────────────
◆配信元：信州⼤学グローバル教育推進センター(GEC) ⽂責：⽥中
〒390-8621 ⻑野県松本市旭３－１－１
Tel: 0263-37-3360 / Fax: 0263-37-2181
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/gec/
     
◆連絡先：iad@shinshu-u.ac.jp
       *各種お問い合わせ
       *配信停⽌希望
       *メールアドレスの変更のご連絡
       *情報掲載のご希望
       *ご意⾒、ご感想         など    
    
────────────────────────────────────────────
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